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高校生とインターネット
講演録
「高校生とインターネット」
学習院高等科町田規雄氏
　高等科の町田です。
　きょうは，前年度の1994年度から始まりました100校プロジェクトに参加した経緯とか，その
中でどんな活動をしているかというのをお話ししたいと思います。
　きょうは高等学校の先生が多いんですけれども，　「インターネットって教育にこんなに役に立
つよ」という話はしないと思います。　「高校生がインターネットに触れるとどう変わっていくか」
という話で、どういうふうに具体的な教科に役に立ったかという話ではありません。ただ，有志
が集まって，インターネットに触って，遊んでみた感想みたいな話ですから，実際これをどうや
ってそれぞれの教科に生かしていくかということは別の話だと思うので。
　最初に，100校プロジェクトのことですけれども，100校プロジェクトというのは，通産省の
外郭団体であるIPAという情報処理振興事業協会と，あとCECといってコンピューター教育
センター，これは文部省の外郭団体です。その2つが協力して，全国の100校近くの学校を，ネ
ットワークで結んで何か教育的な活動をやろうというプロジェクトです。
　94年9月に応募して。決定したのは12月。私どもの場合は，大学に計算機センターがあって，
校舎はすぐ隣なんで，高等科の地下まではケーブルが行っていたんですけれども，そこのあとの
工事が予算的に認められないで，ずっとそのケーブルが眠っていたというが1年ぐらい続いてい
たんです。そこを早くつなぎたいなと思っていたところでこれに応募して，回線とサーバとクラ
イアントが1台来ることになったわけですけれども，それが決まった時点でまた復活折衝みたい
なのをやりまして，光ケーブルと校内とを結んでいいという話になりました。ですから100校プ
ロジェクトに応募しておきながら，回線の方は辞退するようなことになりました。
　100校の中では比較的早い回線で結ばれている状況ですけれども，ごらんのとおり，これだけ
大学の方で授業に使っていたりすると，高校の方もかなり遅くなります。それでも電話回線でつ
なぐよりはいいというか，ずっと便利な環境にあるわけです。
　じゃ，その100校プロジェクトに参加して何をやろうか。
　そのころはクライアント1台来るのがわかっていて，マックが1台あって，あと，自分で組み
立てたDOS／V機が1台あって，そのくらいしかクライアントとして使えるのはないわけです。
サーバーも来ますが，どうせならセンターにあるサーバーを使えばいいわけで，それをつぶして
クライアントにしようかという話もあったんですけれども，そのサーバーはまた別の使い方がで
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きたんで，その辺の話もきょうはしたいと思います。
　2台入って，クライアント1台という状態が続いていたので，とても生徒に使わせる状態では
なかったので，センターにお願いしまして，生徒を放課後連れてきて、ここで活動するというの
がしばらく続きました。
　生徒はどうやって集めたかというと，全校生徒にプリントを配って，こういうプロジェクトが
ある。参加してみたい人。特に，そのころから意識していていたのは，とにかく自分で何か情報
を発信してくれる人，そういう人を募集しますということで，生徒が全部で20人ぐらいしか集ま
らなかった。意外だったんですけれども，20人が多いかどうかというのは難しいんですけれども，
今ですとインターネットという言葉は普通ですけれど，去年の4月ですから，それほどまだイン
ターネットという言葉は騒がれていないですね。来年度の4月になったらどのくらい生徒が応募
してくるか，相当な数になるんじゃないかなと，どうやって絞ろうかなという気でいます。
　では，その20人でどうするかということなんですけれども，とにかく授業ではできないですよ
ね，そんな状態ですから。クライアント何台も校内にないわけですし。その中でもコンピュータ
ー好きの子，というか，もともと何かプログラム言語をやりたいから教えてくれといってきたよ
うな子、あと、図書委員の子がどういうわけか結構多かった。
　そんなわけで，じゃ，何をしようかというときに，生徒はそのころはインターネットといった
らホームページだと。ホームページをつくりたいと。いろいろ考えるわけです。画像を使って入
ってくると玄関があって，右には廊下があって，どんどん廊下が続くと校長室があったり，そう
いうような世界をホームページ上に作りたいんだ。
　実際，本で読んだだけで触ったことがないわけですから，それを実際に絵でやろうとしたら，
きょうちょっと触ってわかるようにこんなにおそいわけです。全然そんなことはわからないわけ
ですから，生徒は一生懸命そういうことを考えてきて，いろいろアイデアを出すわけですけれど
も，実際に連れてきて，「このくらいのスピードなんだよ」というと，そうなのかという感じで，
何となく実際のホームページを見ると，どのくらいのスピードで，どのくらいの反応かというの
がわかってくると，じゃ，どうしようか。じゃ，学校案内みたいなのをつくろうということで，
企画はできたんですね。
　もうそのころになると，私よりも先にどんどん，どんどんいろいろ計画を始めちゃって，結局
生徒たち自身も言っているんですけれども，高等科のホームページというのは生徒だけでつくっ
ていると。生徒独自でつくっているかというか，そういうホームページだと名乗っていまして，
ウェブマスターといって，それをつくっている人の責任者みたいなところに生徒の名前が入りま
して，私はどこか片隅のところに「監督」とか何とかという名前だけになりまして。（笑）
　でも，それが結局ウェブマスターとして，そこに生徒のメイルアドレスを置いていたことが，
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これからいろいろなことが起きて
くるきっかけにもなっています。
要するに，よその学校では生徒の
メイルのアドレスをホームページ
に出すということはほとんどなか
ったようで，ウェブマスターと書
いてあったら，それは先生だと思
って，いろんな交流の話をしてき
たりとか，いろんな反応が来たり
なんかして，　「先生，こんなメイ
　　　　　　　　　　」ルが来てるよ」と言って，今度逆
に私の方に転送してくるような状
態になってきました。私は監督と
いうか周りで見ているだけ。生徒
を信頼していましたが，ただ，ホ
ームページは私のホームディレク
トリの中に入れるということにし
ました。
　学校案内みたいなものをつくろ
うということで，じゃ，生徒は何
をしたかというと，学校の中の校
長室とか職員室とか食堂とかいろ
んなのをつくって，食堂にはニュ
ースを載せる，校長室は校長先生
の話，ホームルームは生徒のペー
ジ。あと図書室というのがあって，
図書のページをつくったわけです。
　これは図書のページ。このタイ
トルは北大にある，自動的にタイ
トルを制作してくれるWWWのペ
ージがありまして，そこでどの背
景がいいか，幾つかメニューがあ
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って、選んで押すと，その画像を返してくれるというのでつくっています。
　そこに何が載っているかというと，もともと図書新聞「図書の四季」というのがあったんで，
これは毎学期発行している図書新聞みたいなやっで，それをホームページに張り込んだんです。
これ，最初はなんかワープロでっくっていて，それをただ入れているだけで楽なのかなと思った
ら，そうじゃなくて，生徒は改めて打ち直しているそうで，すごい労力を使っているようで，こ
の中に先生の記事とか何とかが載っているわけです。あるいは生徒の書いたものが載っています。
　こういうところに出ているアドレスはみんな生徒のアドレスで，そこを押すと実際生徒にメイ
ルが行くという状態です。
　このタイトルをつくったのはOBです。あるOBがマックに凝って，　Photoshop持っているぞ
なんていう話を聞いて，生徒が注文して，タイトルつくってくださいと。それでつくって郵送し
てきたやつを使っています。
　こうやって生徒が企画したのは，こういうようにホームルーム，部室，食堂，うちは校長室で
はなくて科長というんですね，高等科ですから。科長室，教員室。体験入学というのは学校を紹
介するつもりだったんでしょうけど，不完全です。自慢じゃないですけど，まともに見れるのは
図書室だけです。教員室に至っては，先生はだれもまだホームページをつくっていませんし，科
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長室は空です。計画はしたんです
けど，結局やってない。
　要するに，生徒の反応は，これ
を作っているうちに，学校案内み
たいよりも早く自分のページをつ
くりたいという気持ちが強くなっ
たようで，100校プロジェクトの
他の学校のページを見ますと，大
概校舎の写真があって，校長先生
の話があって，学校の規模とかそ
ういうのが書いてあるのが多いん
ですけれども，結局そういうこと
はしないで，いきなり生徒はホー
ムルームという。自分達のページ
を作るのに熱中しだしました。
　その中でお勧あは，この堀江君
のページです。かなり重いかな。
かなり絵は凝ってますし，止まっ
ちゃったかな。来た来た来た。
　彼は図書委員なので、図書委員
会のページをつくっているんです。
絵が縦に入って横に来るというの。
はかなり工夫してあるんだと思い
ます。苦労しているはずです。
　ちょっとおもしろいのは「東京
圏乗り換え案内」。普通青字でリ
ンクするんですけど，赤い字でリ
ンクするというところも凝ってい
るんです。わざとそうしているん
です。これはほとんど文字データ
です。乗り換えに何分かかるかと
いうのは自分のデータです。自分
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が歩き回って，鉄道の乗り換えの
ときに何分かかるかというデータ
を入れてある。何分で乗り換えら
れるかと書いてあるんですけど，
彼独自のデータで，どこからか写
したわけではないそうです。だか
ら，こういうふうに何か自分の趣
味なり何か持っているとホームペ
ージがつくれるわけです。これ，
趣味というか何というかわからな
いんですけど，メモ魔だったんで
しょうね。いろいろ歩いて全部メ
モしていたのを載せたんです。そ
れと，彼はオーケストラをやって
いまして，これは次のコンサート
の宣伝かなんかですね。
　もう一人紹介したいのがいるの
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で，もう一度学生のホームページに戻ってください。あともう一人はカズ君のホームページです。
　この子は帰国子弟でして，英語が得意で，何をやったかというと，宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」
の英訳をずっと載せているんです。彼は自分のうちに日本語のシステムがないそうで，日本語は
学校で入れているようです。
　だから，そういうふうに自分の特技とか趣味を持っているとホームページをつくりやすいので
す。集まった何人かの中に，20人集まったうちに今ホームページを持っているのは4人で，一生
懸命書いているのがまだ二，三人います。かえってだあだといってはおかしいですけれども，コ
ンピューターだけが好きだという子はホームページをあまり書いてなくて，オーケストラをやっ
ているとか，あるいは何か自分の持っているものがあるとホームページはつくりやすいわけです
ね。それはおもしろかったなということの一つです。
　こうやって，ホームページをつくるというのは結構おもしろいことです。いろんなことを調べ
るといろんな技巧があるわけで，バックにどんな色をとか。最初はMosalcしか使えなかったけど，
Netscapeが出てくると，裏側の色を変えたりとか，さっきみたいにリンクする色まで変えたりと
かいろいろ凝ってくるわけです。でも，それにしても虚しさというか，つくっても一時的に，
「ああ，出た」というんでうれしいんですけれども，すぐエラーが出たり，スピードがおそいの
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で，ホームページを見ると結構いらいらすることが多いわけですよね。一体，自分は見てもらえ
ているのかとか，そういうことも出てくるわけで，本当にこんなの持っていて意味があるのかな
と，自分の情報がどれだけ役に立っているのかというようなこともあるし，実際どんな人に見て
もらえているのかという反応が欲しくなっちゃうわけです。
　結局，そのころになってどういう要求が出てきたかというと，1つは，一方的に流しているだ
けじゃなくて，やりとりしたいというわけで，WWWでも投票できたりとか，アンケートを取っ
たりという機能があるのをご存じだと思いますけど，CGIというのを使ってやりとりをしたい
という欲求がありました。
　先ほどの堀江君のページの「クラシックベストテン」というところがそうなんですけれども，
そこでは見ている人が，最初はクラシックどんな曲でもいいから書いて投票すると，それを集計
してホームページ，要するにそこから何かやると堀江君のところにメイルが行くような仕かけを
つくりまして，1位だったら何点というような集計をしだしたんですね。そうすると意外に反応
があって，結構こうやっているページも一般の人が見てくれている。高校生はほとんどいないん
ですけれども，大学生とか一般の人から投票が来ます。最初クラシックのジャンルを問わずにベ
ストテンを募集していたら，クラシックですから自動的に集計するわけにいかないんです。曲名
でもいろんな表現の仕方があるので，自動的に集計するのは不可能なんで，手作業で来たメイル
を見ながらやっていたわけですけれども，こんなに投票数が多いとたまらないというわけで，結
局2ヵ月近くで打ち切りまして，今は指揮者のベストテンといって，それも生きている指揮者で，
死んだ人は除く。その方が楽だからということで，そういう形に変わっています。
　要するに，生徒は一方的に置いているんじゃなくて，何か向こうから反応が欲しいということ
が出てきます。ここの下にベストテンを集計した様子と，あと投票するところがありますから，
もしよろしかったら投票していってください。
　ホームページをつくるときにどんな感じでいるかというと，私は生徒の作ったディスクをもら
って，それを流し込むだけでほとんど教えてません。生徒の独学です。HTMLに関しては独学
というのは，ホームページの中でのHTMLの書き方みたいなものが書いてあるので，そこで見
て，それを打ち出すなりして，あるいは雑誌を見て，独学で全部つくっちゃいます。それほど難
しくないみたいですし，それと教え合うということもあります。
　実際，これは授業でも何でもないんですね。ただ有志が集まって，放課後とか休み時間に集ま
っているだけでこれだけやってくれたということが，まあ驚きだし，早く帰ってくれないかとか，
いつまでも残っていまして，なかなか帰ってくれないで，こちらが帰れないことが多くありまし
た。
　先ほど申しましたように，ホームページをつくっていますと反応が欲しいということと，あと
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一っは，何か意味がないんじゃないかなという素朴な疑問も出てくるわけです。
　先ほど申しましたように，ウエブマスターとかいって，ホームページの下にアドレスを載せて
いますと，意外にメイルが飛び込んできたり，見た感想なども入っているわけで，いろんな人と
のメイルの交換がふえてくるわけです。そうすると結構メイルの方もおもしろいそという感じが
生徒に出てくるみたいで，スタートして最初の1学期間の間はほとんど高等科の中ではできない
ので，こちらに来てホームページをつくるという活動をしていて，9月になって5台ぐらいコン
ピューターを入れてもらいまして，入った途端，今度校内で使えるようになったら，生徒はもう
私がいるのがわかると，10分休みのときに来てメイルをのぞき込むようになりました。メイリン
グリストに入ってメイルを読むのを楽しむとか，あとネットサーフィンというか，ホームページ
を見ているうちに外国のホームページを見て，その作者にメイルを送ることによって，英語で勝
手にメイルのやりとりをしているとか，いろいろ出てき始めます。
　今，ホームページからメイルに関心が移っています。生徒の言葉にあるんですけれども，最初，
「インターネットってWWWのことだと思っていたけれども，結局メイルやメイリングリストの
方がおもしろい」という感想が結構当たっているなという感じがします。ですから何といいます
か，ホームページが生徒の存在を示すというか，ここにこういう人がいるんだというのを出して
おいて，それを見てメイルをもらうと，そこから本当に何か，今まで高校生だったら学校の先生
と友達ぐらいしか，周囲にそんなに，クラブ活動で社会人と先輩なんかに会うかもしれませんけ
れども，狭い範囲にいたわけですけれども，急につき合っている人の範囲が広がるわけですね。
外国の人もいれば，社会人，大学生，そういう人たちとメイルのやりとりが自然に始まってきま
す。
　100校の中でも、高校生だとメイルのアドレス持っているのは多分多いと思うんですけれども，
本当に高校生でじかにメイルが届くというのは珍しいという感想もあるようです。最初のころは
メイルを勝手に高校生に出させているというのも，そんなにはなかったようです。
　よくあるんですけれども，先ほど八名先生もおっしゃいましたけれども，メイルの書き方が不
安だからといって，私のところにコピーを送るような仕かけはさせませんでした。メイルはチェ
ックなし。だからかなりいろんなところで迷惑をかけているかとも思うんですけれども。
　あと，メイリングリストに自分が入ることによって，メイリングリストってやっぱりおもしろ
いと思うわけで，メイリングリストをやりたいというのがかなり声としては上がってきたわけで
す。センターに1つアドレスをもらって，高校生のWWW上の技術について話し合うメイリング
リストを始めました。今企画中なのがこれですね，読書会をやろうと。これは生徒独自の企画で，
もう始まっているのかどうか，私も動きを本当につかんでないんです。無責任みたいなんですけ
れども，やっています。もう始めているのかな。
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　生徒の行動力はすごくて，100校プロジェクトのある学校にどんどんメイルを送って，やりま
せんかというのをあっという間にやっちゃうんですよね。行動力がすごく強い。ただし，あんま
りそのメイルの返事が来ないようです。先生のところで止まっちゃっているのか，自由にメイル
を使えない環境のところが多いのかわからないんですけれども，幾つかの高校から返事が来てい
るようです。
　絵を使っていろいろやるおもしろさでインターネットに入っていって，結局は文字のやりとり
の興味に移っていったというのがあるんですかね。この2つがセットになっているからですよね。
ホームページがあることによってまた話が進むだろうし，その辺のところはおもしろいなと思い
ます。
　最初に，施設というか環境のことを言わなかったんですけれども，こういうふうに生徒に勝手
にやらせる環境ができたのは，1つに，ここのセンターの機械と環境と同じ様に設定してもらっ
たからです。通常ですとクライアントでウィンドウズを使おうとすると，そのウィンドウズの設
定をいろいろといじくれちゃう。裏に変な絵を入れたりとか，勝手に画面の色まで変えられます
から，いろんなことをいじくられちゃったりするわけですけれども，ここのセンターと同じ環境
にしますと，ファイルサーバの方に自分の環境が置いてあり，さらに全ての実行ファイルもファ
イルサーバにあるので，自分の番号で入れば自分の環境でウィンドウズが起動し，クライアント
には全く環境が残らないわけです。ですから生徒に勝手にいじらしても，機械を変なふうにされ
るという心配がないわけです。
　その前までは，マックを使っていたんですけれども，後ろにいるインストラクターなど高等科
の出身者がいるんですけれども，いろいろいたずらをされました。マックに変な音を入れたりと
か，システムをいじくるのが結構おもしろくなっちゃうと，こちらもくやしいから1個1個直す
ということをやっていたんですけれども，そういう心配がないんですよね。ですから生徒に自由
にさわらせる環境ができるということがむしろ大きいと思います。100校プロジェクトで配られ
た機械は，サーバーが1台，それは，98なんですけれども，PANIXというやつが入った機械
と，あとクライアントとしてCanBeが1台来たわけです。CanBeの方はセンターと同じ
ような環境に出来ないんで，生徒に自由に使わせているのですが，最初音が出ていたのが今は音
が出ていなくて，直せなくなって，今，NECに里帰りしています。ですから自由に使わせるの
もいいんですけれども，高校生ぐらいになると，そこら中いじくりますから，いつも目が届かな
いと何をやられるかわからない。その点で，ここの環境を使えるというのは，やはり恵まれてい
ると思います。
　もう一つは，100校で，関東地区などみんなPANIXを使っている学校が多いのですが，メ
イルがまともに届かないとかそういう事故がかなりあったようで，うちはセンターのシステムを
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使っているんで，メイルは確実に届きますし，そういう点でもすごく楽をさせてもらっています。
　じゃ，そのPANIXを何に使っているのかという話になるんですけれども，結局，先ほど申
しました反応が欲しいというときにはCGIを使うわけですけれども，セキュリティー上の問題
でセンターの方では許可してくれないんですよね，そこで，CGIを使いたいときだけ高等科の
サーバーに飛んで，さっきの堀江君のページを見てもわかる。出してもらおうかな，どんな感じ
で使っているか。
　CGIを使っている画面を見て下さい。　rsever．　bhs．　gakushuin．　ac．　jp」。これはさっき
までと違うサーバーです。そういう二重の使い方をしています。最初はクライアントにかえよう
かと思ったんですけれども，サーバとして残しています。
　最初はUNIXのことなんか知らなくていいということで始めたわけですけれども，100校プ
ロジェクトの方でもUNIXの使い方の講習会が始まりまして，この間もあったんですけれども，
2月9日ぐらいですか，2泊3日であったんですけれども，どこの学校でもその辺の要求が出て
きて，CGIとか，あるいはメイリングリストをインストールするにはどうしたらいいかという
ようなことが話題になって，UNIXの勉強をさせられるというか，しようという先生がふえて
きています。100校のうち30校ぐらいが参加していたようです。最初はワープロ程度使えばいい
という話だったのに，話が違うんじゃないかなとぶっぶつ言いながら受けている人がいましたけ
れども，やはりいろんな要求が出てきて，ホームページなんかやろうとすると，その辺のことも
やらなくてはいけないようになっちゃうようです。
　最近問題になってきたのは，またホームページづくりに火がついたというのは、100校の方で
スキャナーとデジタルカメラとPhotoshopが配られまして，絵が自由にいろいろ取り込めて，か
なりきれいなページがつくれるということで，生徒のホームページ熱がまたちょっとでてきたん
ですけれども，スキャナーみたいなのを置いちゃうと，生徒が勝手にCDを持ってきて，そのジ
ャケットのところへ絵を取り込んで，ホームページを載せようとしたりとかそういうことを始あ
ちゃうわけです。著作権のこととかも，チェックしなければならないようになりました。あと新
しくホームページをつくろうとすると変わったことをやるというわけで，社会的な問題とか歴史
的な認識の問題つまり戦争のことなんか話をしようとするんですけれども，極端な意見の方に
立って主張するようなホームページをつくりたいというようなものが出てきました。私，数学の
教師なんで，そういう社会的な問題とかそういうのはあんまりあっかったことがないのでとまど
ってしまいます。ホームページにそういう内容のことを載せるべきかどうかというのは，どこの
学校でも生徒が勝手にホームページを始めているというんならいいんでしょうけれども，今のと
ころまだ未熟というか，学校の指導のもとにやっていると思われるのが普通なわけで，その辺は
今抑えています。　「まずいんじゃないの」と言っただけで，自分でつくってきたホームページを
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全部目の前で消した生徒もいます。何もしていないと言ったんですけれども，結構このごろはそ
ういうことで摩擦というか，生徒を指導するのが大変なことが時にはあります。
　これはもうちょっと世の中が，高校生が普通にホームページを持ってきて，あちらこちらにあ
って，あるいはこれは学校が指導してないのは当たり前だという世の中になれば，その中の1個
くらい変わったのがあってもいいのかなという気もするし，そして，こういう生徒もいるんだな
あというぐらいの世の中になるのがいいのか，その辺は意見の分かれるところだと思いますけれ
ども。
　どうやって指導するかについては，早稲田大学の，これはかなり規制しようという動きなんで
すけれども，WWWサーバーを一般ユーザーに開放し，　HTML教育に用いる経過報告とか，あ
とガイドラインみたいなのをつくって，学生にどういうふうに作らすべきかというのを考えてい
るところがあります。ですからもしよろしかったら，あとでのぞいてみてください。
　あと，著作権に関してのページもあります。この辺は実際どうなのかというのがよくわからな
い。指導している方も，著作権の問題とか。多分訴えられてやめれば何も起きないんじゃないか
という話もあるんですけれども，かなり気を使うというか，逆に100校プロジェクトということ
で何かをやっていると問題を起こしてはいけないし，今せっかく高校生が使い出したところで何
か問題を起こしちゃいけないというような感じで，だから今，抑える方に回っちゃっています。
非常に残念ですけれどね。でもこれでも自由にやらせている方だと思います。
　次のネチケット，ネットワーク上のマナーにっいてもいろいろあります。メイルの送り方一つ
についても、サブジェクトを入れなければいけないとか，サブジェクトは日本語を入れるだとか
いろんなことがあるんですけれども，そういうのは間違ったメイルを送っていると詳しいのが次
回に怒ってくるんです。こういうのはよくないとか，こういうふうにさせるべきだみたいなこと
を。ネチケットのホームページというのもありますから，もし興味があれば見てください。これ
は千葉県の高校がつくったんですけれども，これは今，IPAでミラーしているところの番地で
す。
　あとは，こんなに自由にやらせて，今，インターネットというと，むしろそっちの方でも有名
なんですけれども，何か好ましくないページを見ているんじゃないのみたいな話になるんですけ
れども，それに対してもほとんど規制はしていません。生徒は勝手に見ているかもしれませんが。
　その辺の議論は，最近100校のメイリングリストで，ここにaimitemoというのがあるんですけ
れども，そのメイリングリストの流れがずっと載っているホームページがあります。そこの問題
点というところで大分長く話し合われています。先生方で，どうすべきかというようなことを。
私としては特に規制する気はないし，やはりインターネットっていろんなものがあるわけで，一
つの社会の縮図みたいなものですから，帰りの通学途中で，隣でスポーツ新聞を見ているページ
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をのぞくのとどう違うのかとかそういうことなので，あまり規制する気はないし，一生懸命つく
っている連中にとっては，ほとんどもうメイルを見たり，自分のあれをどう考えるかということ
に使っていますから，それほど心配しません。
　もしアクセスを規制するようなソフトが必要だと思う方は，これは調べておきました。みんな
アメリカですけれども，ホームページにリンクしますので，見てください。
　あと，ざっといきます。
　きょう実験したかったんですけれども，数学の教師なんで，ネットワークを使って一斉にアニ
メーションなんか見たりしたいんですけれども，60人ぐらい一遍にそれをやるとどうなるか。多
分落っこっちゃうんじゃないかと思うんですけれども，これはちょっと危険だから一番最後にし
ます。やめておきます。あとでやってみてください。もうちょっとたつとジャバというのが一般
的になるんですけれども，その前にネットスケープの機能を使ってアニメーションを見せるとい
うのも考えています。
　あとは，これは英語の先生と組んで，来年ぐらいから電子メールで，外国の先生と交流すると
か，ホームページ上に会議室を開くなんていうことを考えています。WWW上でボードみたいな
ものをつくって，コメントを入れたり，じかにやりとりの様子がわかるような仕組みをつくって
やろうとしています。
　画面上最後のところに「きょうの感想を」というのがあるんですけれども，よろしかったらそ
こに書いてほしいんですけれども，そこを見ますと。
　これは日本語のためにつくったんですけれども，ここに名前と書いて，ここに感想を書き込む
と，即座に，この下のところに。あっ，これきのうテストで入れたやつですね。どんどん書き加
わってくるということも。ああ，もうこんなにみんな入れてくれているんだ。みんな勝手に内職
している（笑）。どんどん入っていますね。こういうような仕組みをつくろうとしています。こ
れは英語でやってもおもしろいし、もうちょっとこれは何に対するコメントみたいな形にできれ
ばなと考えています。
　勝手にどんどんやっていますね。どんどんみんな書き込んでください。お願いします。あとで
読ませてもらいます。こういう感じのことを英語でと考えています。
　まとまりませんでどうも。生徒はこうやって，ホームページを作ったり，メー一ルを交換しても，
授業ではないわけですから，評価も何も出ないんですね。一応付属高校ですけれども，これをや
っていたからといって大学の進学が有利になるわけじゃないし，成績も上がらないわけですけれ
ども，とにかく一生懸命自分で学んで，表現しようとします。英語が苦手だってプログラムのこ
とを勉強しようとすると，英語の資料しかないこともあるわけで，仕方なく英語を見たりするわ
けです。生徒のこういった姿を見られただけでも，このプロジェクトに参加してよかったと思い
一52一
高校生とインターネット
ます。
私はどちらかというと見ていて，生徒があまり変な方向に行かないようにじっと見ているだけ
というか，最近はときどき強権を発効して，そんなのは載せないなんていうことを言っちゃいま
したけれども，生徒もだんだん理解してくれると思うんですね，これがどういうことでやってい
るのかと。100校プロジェクトという活動の中でやっていることを理解してもらえば，そんなに
これから問題が起きないと思うんですけれども，何でもかんでも載せていいというもんではない
ということも教えたいと思っています。
　何かまとまりませんけれども，長々と話しまして，途中機械のトラブルが起こったりして申し
わけありませんでした。
（質　問）
【司会】　今生徒が非常に関心をもっているということは非常によくわかったんですけれども，
それに対して教員はもしかしたら関心を持っていないというか，その辺についての打開策があり
ましたらぜひ教えていただきたいんですが。
【町田講師】　やはりメイルじゃないかと思います。メインリングリストに1つ，何か自分の興
味があるものに入ると，1日に何通か送られてきますので，そうすると見るようになる。何か自
分に興味があって，そういうメイリングリストを教えれば入ってくるし，そうするとメイルが来
るのが楽しくなる。最初こういうふうにIDを先生方大分待っているんですけれども，メイルを
交換する相手がいないわけですよね。もらえないわけですから。
　そういうふうにすれば毎日。要するに，習慣的に「きょうメイル来ているかな」と，コンピュ
ーターの前に座って見るようになると自然に使ってくるようになるんじゃないかなという気がし
ます。
【司会】　それもインターネットと即会話ができるということで興味がわくということですか。
【町田講師】　そうですね。だれか通信する相手なりそれがいれば，自然に話がいろいろ出るし，
あと，ホームページをつくるまで教員に要求するのはちょっとまだ早いかなという気がします。
私自身これだけ長いHTMLで文書を書いたのは初めてですけれども，絵も何も入っていないや
っならそんなに苦労しないと思うんですけどね。その辺が簡単に書けるような道具とかできれば
またやるのかな。でも，まず何を表現したいかがないとなかなか難しいと思います。ですからこ
れはちょっと。寂しいといえば寂しいんですね。教員室はがら空きだし，科長先生はいないし
（笑），食堂は一応入っています。だから生徒は学校のことより自分のページに走っちゃって，
ほかのところをつくらないうちに，どんどん逃げられちゃったという感じで。そういうことです
ね。
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【A氏】　先ほどの英語の話では，こういうものを利用することによって，英語の力そのものは
物すごくついたと思うんですね。だけどほかの教科に対しては，こういうことをやって，ホーム
ページをつくったり通信したりするということと，いわゆる高校生の習うべき教科の進歩にどう
いうメリットがあるでしょうか。
【町田講師】　恐らくないと思うんです。でも大事なのは，学校教育の中で得られないものがあ
るんじゃないか。だからあえて「高校生とインターネット」という題にしたのは，教科とかそう
いうのに役立たないんじゃないか。だけどインターネットに触れることによって，生徒が閉じ込
められているコミュニケーションの枠より，はるかに超えたところから，いろんな人と生に交流
できるということの意味の大きさの方が。
　ですから，つけたしで教育用のリストなどつけたんですけれども，1時間その話をしてもつか
なというのは，最初にすごく迷ったんですね，どういう話をしようかと。結局，尽きることはそ
ういうことじゃないですかね。だって，本当は世の中に出る前にそういう人たちと接触を持てる
ということの方が大きいんじゃないか。大学生とかそういう人たちと，あるいは社会人とメイル
交換して。
　ちょっと紹介しましょうか。
　この人はすごく過激なことを言っているんですよね。　「ボックス主義宣言」というかなり，こ
れ見てどう思うかわからないんですけれども。
　「学校で学ぶべきものは，将来社会で生きていくための知識と知恵だと思います。ところが，
多くの大人たちは，社会の本当の姿を子供たちから隠そうとしているように見えます。その結果，
彼らの多くは自分の生き方を社会の中に求あるより，学校というシステムの中でしか生き方を模
索できなくなってしまう。テストの結果やクラスの中での力関係が彼らの生活のすべてになって
いるように思います。もっと本当の社会を見せることで，そして，社会は彼らの発信をきちんと
受けとめることの方が，本当に彼らの役に立つことになるんではないでしょうか」。
　さらに続きますけれども，ちょっと過激ですけれども，それに近い考え方ですよね。ですから
すごい狭い枠の中にいるわけですから，つまり学校の中で自分の存在価値というか，そういうの
を見出せない子でも，何か始めることによって何か新しいつながりができてきたりとか，そうい
うこともあるんじゃないかなという気はしています。
　ですからどういう教科が得意になるという話はちょっとはっきり言えないし，またカリキュラ
ムの中に取り入れて，評価に取り入れるというのもちょっと無理なんじゃないかな。でも高校生
がインターネットにさわるということは，何か一つの可能性を秘めているなという気がします。
そういう実感です。
　ここの中に，100校の中からおもしろいページとか，あとメイルがどう伝わるかという話は結
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構おもしろいと思います。殿堂にもうちも入っています。
　（操作する）
　下の方に行くと高等科も出てくると思うんですけれども，教育の殿堂，ここからいくのかな。
　どんなことがほめられたかというと，ここにメイルを送ったら生徒から直に返事が来たという
ことぐらいでも最初驚かれたんですよね。だからそんなことをしているのは滅多になかったわけ
ですね。その部分をお見せしたかったんですが，止まっちゃいました。
　（「ちょっと無理みたいですね」）
【司会】　ほかに質問等，ご意見ございますでしょうか。
　このようにまだ完壁に使えないということで，まだまだいろいろ国内の事情もありますでしょ
うし，やはりまだもう少し研究をして，もう少し慣れない，慣れるというのは，こなれないと，
使えるのか使えないのかということもまだ言えないんではないかなというふうに思います。
　では，時間も5時過ぎましたので，ここで。（「やっと来ましたね」）
　これはやはり人間の感覚からいうと，数秒でこういうものがすいすいと来ないと気分が悪いで
すね。
【町田講師】　　「生徒さん自身の手でつくられた個人ページであります。自分でHTMLを書い
ていたので，飾らない高校生を見ることができます。しかもここにメイルを送る生徒さん個人を
見ますと，この自由な雰囲気はちょっとほかにないものです」というような評価を得ているわけ
です。だからきっとこの人はいろいろ研究していて，いろんなところに送ってみたんでしょうけ
ど，生徒に着いたということだけでびっくりしちゃっているということです。そういう感じです。
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図　7
【司会】　どうもありがとうございます。（拍手）
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高校生とインターネット
学習院高等科　町田規雄
e－ma〃．’Norio．　Mechida峻gakushuin，　ac．∫P
199．　6年3月6日
1995年度より100校プロジェクトに参加し，高校生有志がインターネット上でメールの交換
・WWWの作成等の活動を始めた．その活動の概要・問題点，今後の展望について述べる．
1．100・プロジェ トについて
　100校プロジェクト（正式には「ネットワーク利用環境提供事業」）とは通商産業省が文部省の協力のも
とに推進するプロジェクトで，全国100ヵ所程度の小中高校などに，ネットワーク利用環境を設置し，イ
ンターネットを教育・学習に活用しようという試み．ネットワークの全体の設計，機器・回線の調達などシ
ステムの整備をck－’圧理調i事ぎ蹴△1　が．教育利用の支援や促進についてはコンピコー　　ムlt
∠タニー91ug）一が実施している．
　1994年このプロジェクトに日本全国で1543校の小中高校が応募し，そのうち106校が選定された．本校は
その中の1校に選ばれ，1994年度中に校内LAN（NetWarae）と学習院大学計算機センターと光ケーブルで結び
インターネットを利用する環境を整えた．
参考IOO校プロジェクトの情報は．
情報処理振興事業協会（情報基盤センター）
h〔t　　　www　edu　I　a　o 　 k’oulku　lOO　　O　htm
コンピュータ　育開発センター（CEC｝
htt　　　wWw　c・・－　　　or　　　　’EC　　OO　　html
などで，得られます．
1 ’での「100 ゜ロジェ の 1996　2　まで
活動状況
「100校プロジェクト」応募
94年12月　rlOO校プロジェクト」参加決定
大学センターと高等科内のLAN（NetWare）とを結ぶ
全校生徒に100校プロジェクトへの参加を呼びかえるプリントを配布．
ｩら情報を発信する入の応募を呼びかける．20人が応募してきた．
95年　5月
大学センターで講習会を計3回行う（maiI　news四wbrouser）
P00校プロジェクトにより提供される，サーバー，クライアントの設置終了
ｶ徒の利用は大学センターで
高等科ホームページ完成
mHK教育TV10Mn．コンピューターの取材を受ける
画　　　　　　校内に生徒用クライアント5台設置（FMV）　　　　　　生徒の利用増加（以後，昼休み　放課後の利用が増える）
95鐸10月生徒よりcgi－binの利用，　MaUingLis1の開設の希望が強まる．
95年11月轟騰烈騨経afe開設
95年12月追加機材スキャナー，デジタルカメラなどが導入される．
96年　1月ホームページ作成しようという動きが活発化
酷騰謡丁ぎ締塾苑肇碧贈参轡甥｝灘オを受け。．
ll． での　ン　ー’“　の1
回線
大学センターと光ケーブルで結ばれている（100校プロジェクトで提供される回線は辞退し
た）大学は東京大学（TRAIN）と結ばれる（768k）
サーバー
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100校プロジェクトで提供されたサーバーは
NECPC－9821XnOS：PANIX（SystemV）　　その他；230MB光磁気ディスクドライブ装置
実際は大学のサーバー
Auspex　NS6000［NFSサーバー，　Bootpサーバー1
Fujitsu　S－4／1000　（4CPUs｝（SunMicrosystems　SPARCserverlOOOと同等）［CPUサーバー，　NFSサー
バー］
　　を主に利用．
クライアント
　　IOO校プロジェクトで提供されたクライアントは
NECPC－9821Cf　l台
高等科のクライアントは他に
PowerPC8100／100　1台
AtacintoshLCIII　l台
　　自作AT互換機　1台
FMV575　5台
プリンター
OK［Microline803PS．II　l台
生徒は主に自作AT互換機とF田を利用
　　ソフトウェアは大学の計算機センターと同じ環境を設定
｝nterNet　Mail　＆　NewsClient
Pathway　Acces（ftp，　te【net）
Netscapel．2N
その他100校プロジェクトにより
Casio　QV－10（デジタルカメラ）　1台
NEC｛スキャナー）　1台
　ソフト
MosaicView，　Chameleon，　Photshop3．　OJ　．　CANVAS
などが提供された
i．／JX一ムページ
1．JJN一ムページ の
。豊£艶殿ρ腰呆三云気騎野肇元お灘篠黎綿蕩編奎読
始めるなど活発に動き出した．
　生徒の勢いに圧倒され，ホームページ作成はほとんどすべて生徒が行うことになった．
2．J・一ムペーこマの
a． △のペー将
　中心になる生徒に図書委員が多く，毎学期発行している図書新聞「読書の四季」のWWW版
を作成する．
b．　’ の、一　ペーご．
　生徒は他に校長先生の挨拶とか学校紹介のページを作ろうと考えていたが，それよりもまず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あまりよその自分達のホームページを作りはじめた． （生徒の本音「学校案内みたいものは，
人は見たがらない」）生徒はホームページに「学生のページ」を作りはじめた．
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　高等学校なのに「学生」となのるのは，学習院高等科の生徒の気質をよく表わしている．
彼らは世間一般の高校生より，かなり自由を与えられている．　（いわゆる生徒心得みたいもの
はない）高校生というよりむしろ大学生のような気分でいるようなところがある．これらのペ
ージはかなり評判がよく，飾らない高校生の姿が見られるなどとの評価を得ている．
3．WWWに・　る生tの
最初は日本中あるいは世界中の人に情報発信しているんだ，という意気込みで始めたホームペ
ージ作りであるが，
自分のページを見た相手の反応が欲しくなる．
　　一＞　CGIを使いたい．　（感想などをMai］で受取るか，投票などへ）など
WWWの中にインタラクティブ（双方向性）な機能を求めるようになる．
実際自分でレポートを書くとき，WWW上で色々調べようとするが，思うように調べたいもの
が見つからないし，情報を取り出すのに非常に時間がかかる．
　　一＞　WWWて本当に役にたつのだろうか．自分の作ったホームページに載
せた情報がどれだけの意味をもつのか．などの疑問もいろいろ出てくるようだっ
た．
ii．2S－　UL
1．2皿
　自分のホームページにメイルのアドレスを載せておくとそれをみてメイルを受取ることなど
で，思わぬ人との交流が始まる．生徒も次第に学校の枠を越え．中学生，大学生、社会人，あ
るいは共通の趣味をもつ外国との交流が始まり，10分休み昼休みにメイルを見にくるように
なった．
　最初はWwWが中心であった生徒のインターネットの利用もメイルの利用が増え，
ある生徒のにいわせれば
　　「最初はInterNet・＝WWWだと思っていたけど，今で
はInterNetニmai1，肌て感じかな」
と生徒の意識も変化しているようだ．
　インターネットの大きな魅力は人と入とのコミュニケーションそれも自分の属しているコミ
ュニティーを越えた人達と出来ることにあると思う．その時に中心となるがメイルでありメイ
リングリストであると思う．
2．2鯉⊥ス上
　メイリングリストに加入し，一日にかなりの量のメイルを受取り積極的にその中で発言する
生徒もいて，自分達もを作りたいということで、メイリングリストbshs－wms（高校生
のwebmasterの技術的な問題を話あう）の運営を開始しした．現在高校生を中心にメイルのや
り取りが始まっている。また，読書会をメイリングリストでなどという企画も準備中である．
111． ルと’・一ムページ
　一年間私自身インターネットを利用してきてメイルがもっとも基本的な道具であると思う．
生徒がメイル，メイリングリストを活発に利用するようになった経緯をみていると，最初にホ
ームページを作ったことがメイルの利用をさかんにしたきっかけになっている．自分の興味（
おおげさにいえば存在）を世の中にアピールするのが自分のホームページであり，それを公開
することによって新たなコミュニケーションがメイルによって始まるのである．この「メイル
とホームページ」の2つのセットが大事なのだと思う。
iv．その他
　ニュースなども生徒は良く利用しているようだ．これも，自分たちのコミュニティーを越え
たコミュニケーションが始まるきっかけとなっているようだ　ftp，　te］netを利用している生徒
はごく小数である．
III． ン　ー’・・ト 1 上の。 占
i．生Xの小一ムページ ．の　’について
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　生徒の自主性にまかせてホームページを作らせるているといっても．一応ホームページに載
せる前にフロッピーディスクで提出させチェックし，高等科のホームページに書き込んでいる
．その際．生徒が勝手によそのホームページからダウンロードしてきた画像，CDのジャケッ
トをスキャナーで読み込んだものなどは載せていない．
　ネットワーク上の著作権の問題はかなり分かりにくく指導にも苦労する．
（指導された生徒自身も著作権の問題を考えるよいきっかけになっている．）
　内容の指導はできるだけしないようにしているが，社会的な問題，歴史的な認識の問題に関
しての極端な意見に関してはストップをかけてしまう．生徒に自由に書かせ，仲間や世の中の
批判を受けることも大事だと思うのだが，学校のホームページでの発言であることなどを考え
指導している。おおげさに言えば，　「学校が研究目的に導入した計算機，ネットワークを生徒
個人の自由な発信に利用していいいのかjということになる．しかしながら，できるだけ学校
が規制を設け生徒を管理するのではなく，生徒達の問で自発的にルールが形成されるようにな
って欲しいものである．
参考
　wWW　Serverを一般ユーザに開放し、　HTML教育に用いる試みの経過報告（早稲
田大学）
htt　’　www　cf’　wEseda　ac　　　（i9，　ERS　tat．s　un”－w3－con　．　tutsu　’，　　　1
　cfiドメインにおけるWWW用HTMLドキュメント等乍　に関する一足ガイドライ
ン修正案についてのQ＆A早稲田大学）
htt　：　www．　c　’，waseda．　ac、’　　COMMON　　uide　’ne－－　a　dA－’，　t
マルチメティア者乍　情報（リットーミュージック）
t　　：　　mCI．r’　to　－　i　’C　　O．’
ii．　im上
　メイルの書き方などネットワーク上でのマナーは色々ある．生徒は互いに教えあったり，あ
るいは他の人から学んでいるようだ．しかしながら，基本的なことは一応講習会などで指導し
ていく必要がると思う．
etU0t｛n
?
Sr〕（r「
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iii．生”に　ましくカいホームページ・ニュース　への について
w礪欝嚢と9農麗脇麦麟誤ビ宅多頻繍茗鰐騎襯箋き
れているようであるが，実際にインターネットを活用している生徒を見ていると，この問題に
関して全く心配はないと思うし，規制の必要も今のところないと考えている．
参考　アクセスを規制するようなソフト
SurfWatch　（Win／Mac）
吐　　．　wWw　su　fwatc　　C‘）
CYBERsitter（Wmdows一用）
皇　　’　www　　）w－　’st　c‘｝，　tl　．so　’　〔〕・　　・lb　　　　t
Cyber　Patro1　（Win　Mac
tt　’　　www　　ed　　　　　　　　　・
IV．全後の展望
クライアントの数の不足，カリキュラム上の問題点からも，
利用していくことになると思われる。
当分の問，有志が授業以外でインターネットを
ネットワーク環境を利用した学習用プレゼンテーションシステムとしてWWWを活用することを
研究していきたい，
ii．」匡瞳Σの漬且
現在海外の学校と電子メールあるいはホームページ上での会議室を開くことを計画中
V．最後に
一60一
高校生とインターネット
この一年，生徒達がインターネットを利用する時に見せた，
　　自らHTML言語，ソフトの操作，一部にはUl　IXやperlを学び，著作権法を調べ，またそ
れらを他の生徒に伝える．
　あるいは
　　英語の苦手な生徒が，英語の資料を読むために一生懸命辞書を引いたりしているなどの姿
は従来の授業でめったに見られないものであった，
　インターネットを利用し，その中で積極的に発信を始めようと思うことが一番大事で，後
は生徒が自然に学習していくようである．
生徒が社会に向けて発信する発言や作品をきちんと受け止めること，あるいはその手伝いをす
ることが教師の役割なのではないかと思っています．
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